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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵様～本人より欠席の連絡がある。｢今朝､トイレに行ったら赤ちゃんが出てきた｣｢赤ちゃんがお腹の中をかじってくる｣｢今赤ちゃん寝たから痛くなくなった｣等の妄想･体感幻覚を訴えており､傾聴。振り返ることで､｢赤ちゃんはいないと思ってるんだけど｣等と話すことが出来ていたものの､腹痛はあるとのこと。青明舎職員へ情報提供している。

・山田　健次様～本日､本人宅にて本人･兄･居宅｢わえみ｣岡田氏（担当ケアマネ）･デイSWで話し合いを実施。洗濯も殆どしておらず（時折､手洗いはしているが、着替えをしている様子も殆どない）、食事も、おかずを兄が購入している、買い物も殆ど行かず、兄がお金を出して購入している等、兄の強力な援助で生活が維持されていることを、兄より再確認。職員より、介護保険サービス（デイサービス、ヘルパー、訪問看護）の導入について説明が行われ、兄も｢ぜひ利用できたら良い｣等と理解を示していただけた。本人も、｢まず、行ってみて（体験利用）からね｣と、体験利用したい旨を話している。体験利用の日程等を調整し、岡田氏より兄へ連絡することとなった。また、自宅にある洗濯機や調理器具等を確認し、ヘルパー利用時に使用できるか調査を実施（利用可能であることを確認）。全サービスの利用開始は、6月頃になることも本人･兄へ説明し、了解をいただく。

・倉橋　生子様～昼食後、スタッフへの話し掛けが多く、話題がころころと変わりながら約1時間一方的に話をされている。大きな声で話されている為、注意をするが声が小さくなるのは一時的で、すぐに大きな声で話されている。「話して疲れた。」とのことだが、表情はおだやか。夕方にはスタッフに「さっきは長く話してごめん。」と振り返る事ができている。本日、八戸赤十字病院耳鼻科を受診している。耳鳴りの症状は軽減されている為、本日で受診終了とのこと。

＜外来情報＞

・糸山　タケ様～発熱あり、かかりつけの内科がない事から本日受診されている。検尿するも異常なく、咽頭部発赤あり、抗生剤、総合感冒薬、解熱消炎鎮痛剤処方となっている。採血も施行しているが、検査結果は主治医より説明して頂く事としている。

・松川　順子様～５月２１日頃より『朝になると体が重く、デイケアにも行けないので受診したい』と本人様より架電あり、本日受診している。現在朝食後に内服しているエビリファイ（６）１錠とジェイゾロフト（５０）２錠を就寝前に内服するように変更して様子観察するよう主治医より説明しています。

・中里　哲男様～Ｈ17.9.3以来の受診となっている。今年に入ってから、睡眠薬を飲んで寝ると記憶にない行動（車を運転し事故を起こしたり、夜中に近所の人の家の前にずっと立っていたり）をしている事があるとの事で久しぶりに当院受診されている。本人様も怖いので睡眠薬は飲まないようにしているとの事で、薬の影響も考えられる為、今後も飲まないよう説明している。睡眠薬飲まない事で不眠が続くようなら、薬剤調整目的にて入院治療を勧める事も説明しています。次回２週間後に再診予定です。本日は処方なし。

・宮崎　福美様～認知症の鑑別診断、専門治療目的にて本日当院初診。頭部ＣＴ、ＨＤＳ－Ｒ、ＭＭＳＥ施行。脳血管性認知症と診断され、家族に対して怒鳴ったり、叫んだりする事があるとの事で、家族様より入院治療希望聞かれ、家族様への影響を考えて入院治療勧める事を説明している。来週月曜日にかかりつけ医の受診がある為、その後入院するかどうか検討する事としている。デパケンＲ、ニセルゴリン処方されている。

